









プラナコ ンー区のプレ ンープ トー ンー地域である。プ
レ ンープ トー ンー地域は、隣接するプレ ンーナラー地





ある。サ ムープレ ンーを構成する3 地区のうち、プレー
ンサッパサ トー地域は火事で焼失、プレ ンーナラー地
域は老朽化が進み、もはや昔日の面影を見ることは
できない。本稿が対象とするプレ ンープ トー ンー地域
のみが歴史的景観を今にとどめている。








プレ ンープ トー ンー地域は、プレ ンープ トー ンー通
り沿いを中心に展開する地域であり、北はプレ ンーナ
ラー通り、南はバムルンムアン通り、東はタナオ通り、
西はク ムーアンダー ム運河に接している（図 1：地図）。
プレ ンープ トー ンー地域の北にプレ ンーナラー地域、









めるのがプレ ンープ トー ンー地域であり、それはいわ
ば西洋風高級ビジネス地区としての出発であった。


























写真 5　プータレート広場 ( 憩いの広場 )1
写真 7　ウィチアン自動車整備工場の軒先






プレ ンープ トー ンー地域の面積は約 8 ライ（1.28ha）、
2012 年現在、家屋数 144、住民登録ベ スーで 300
家族、500人が住んでいる。地域の成り立ちからして
商業者が多く、平均月収は 15,000 バ ツー程度。階層
的には小商店主を中心とする旧中間層が多い。民族
構成は、6 割が潮州出身者を中心とする華人であり、

































料理店経営）、副会長（2 名とも男、64 歳と63 歳、
うち1 人はウィチアン自動車整備工場の経営者）、書
記（男、43 歳）、同補佐（男、44 歳）、会計（女、66 歳）、
登録係（女、60 歳）、広報渉外係（男、43 歳）、総
務係（男、68 歳）であり、男性 7人、女性 2 人、平
均年齢は 54.8 歳となる。会長は 1998 年の発足時に
は 30 歳そこそこの若さであった。
2　カナカマカーン・チュムチョンと地域管理





















プロジェクトも始まった。プレ ンープ トー ンーのカナカ
マカ ンー・チュムチョンは、これに真っ先に手を挙げ、

























た。プレ ンープ トー ンー地域の取り組みは、王室財産
事務所と住民の関係に変化をもたらす先駆けとなった
のである。










































プレ ンープ トー ンー地域のカナカマカ ンー・チュム
チョンはプラナコ ンー区の公認カナカマカ ンー・チュム
チョンであり、市街地チュムチョンにあたる 6。チュム





























































































一方、プレ ンープ トー ンー地域がバンコク中心部に
位置することは、たえず強い再開発圧力にさらされる
ことを意味する。1990 年代後半、オ スートラリアの投










































































2  「サームプレーン」は「3 つの分かれ道」という意味で
あり、プレーンプートーン通り、プレーンナラー通り、
プレーンサッパサート通りを指している。3 つの通りは
























6  プラナコーン区には、2010 年現在、市街地チュムチョ





















The purpose of this paper is to shed light on the role of local residents in preserving Phraeng Phuthon, a historical 
community in Phra Nakhon District in the center of Bangkok. Phraeng Phuthon was one of the first urban districts 
that was developed in Bangkok on the site of a former palace toward the end of the 19th century as roads were con-
structed and colonial style interconnected housing with shops on the ground floor was erected along the roads. The 
paper traces the role of local residents in preserving the character of Phraeng Phuthon through their involvement in 
the community-based khanakammakan chumchon (community committee) activities, and considers this involvement 
in light of the movement of local people to obtain the right to residency. 
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